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1　Über Krieg und Recht in Rom, Rede zur Feier des Geburtstages Seiner Majestät des Keisers und Königs gehalten in der Aula der Königlichen 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































い出にふけっていたからです（manente memoria etiam in 
















































































































































































































































































































とが望まれる（Ti. Claudio Caesari Augusto foedus cum 














































































































































































































































































































































独身での兵役に 25のレギオー，したがって 12万 5000
人から 15万人の適齢の男性が服していました。全市民
のほぼ 3パーセントがつねに従軍していたのです。ド
イツ帝国のおよそ 7000万の住民に，同程度に軍事的負
担をかけたとすれば，200万人の常備軍を保有すること
になります。一方で，ドイツの平和維持軍の存在力は，
近年の補強等によって，この数字の 3分の 1ほどに達
しています。─アウグストゥス体制における全軍は
約 25万人を数えました。ピウス帝にいたるまでの「ロー
マ市民」の支配層はきわめて重装備で，その世界統治
は重い血税を支払わせていましたが，税金の重点であっ
た属州は，皇帝支配の最初の 200年間には幸いにも比
較的小さな軍事的負担だけで，それを免れていました。
アウグストゥスの全軍の兵士は，6000万の帝国の全住
民の 0.5パーセントよりも少ない数でした。─戦争遂
行能力は平和維持軍の存在力によってつねに保障され
ていたのです。ローマの世界帝国の並外れて有利な対
外関係のおかげで，わずか 25万人から 30万人の軍隊
により，帝権が 3世紀のあいだずっと軍事的に維持され，
国境守備を保障し，小さな戦闘はあったものの概ね平
和を維持することができました。［他方で］ディオクレ
ティアヌス帝とコンスタンティヌス帝は，まったくこ
となる数の軍隊により，押し寄せる蛮族に対して帝国
防衛を組織しなければなりませんでした。
［結語］
古代ローマの国家は，アウグストゥスの統治からそ
の発展の最後に 200年以上の平和を享受しました。し
かしその平和は帝国にとって祝福であっただけでなく，
災いでもあったのです。高い教育を受けた多くの帝国
住民が戦争と武器から離脱したことは，老齢による無
気力，国家感情の衰退を早めることになりました。福
音書ではすでに，国家はただ債権者として利子の小銭
を要求するために，その手を突っ込んでいたのです。
3世紀以降，爛熟した個人文化は国家絶対主義により，
そしてまた人民を強制的に軍隊へと組織することがで
きなくなり世襲の職業団体へと軍隊が自由化されたこ
とで報復を受けていました。
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われわれドイツ人は 200年間の平和と武器からの離
脱を恐れることはありません。あらゆる予見により，
戦後は世界国家が重武装して対立するでしょう。われ
われは─持続的に支払われる租税金利国家であった
属州に帝国防衛の費用を支払わせたローマ人のように
─軍備のコストを，われわれのためにともに担う，
負担の担い手を見つけられるかどうかはわかりません。
したがってわれわれは，敵対国の集団と均衡を保つた
め，もっぱら経済的にだけでも十分に強力であり続け
なければなりません。
この戦争で国家は窮乏し，それとともに平和安寧も
きわめて危険な状態にさらされています。大いなる運
命は，統一された清らかなる支配力により，国民の力
の充実をみごとなまでに見せています。一人の人物が
全国民と結束しているように，一つの国民というもの
は，同胞，昔ながらのプロイセン軍人貴族，ワールシュ
タットにおける何百人もの息子たち，われらの諸身分
のもっとも若い者や，祖国を愛する何百万人もの労働
者からなっています。かれらはよくわかっているので
す。攻撃を受けているドイツ帝国と脅かされる輸出産業
の政治的・経済的な締めつけは，自分たちを絶望の淵
へと追いこむことを。自分たち自身や，毎年およそ 10
万人ずつ増えている故郷の子孫にとって職場がなくな
り，たとえ移住を望んでも所与の世界にはもはやどこ
にも居場所が見出せなくなることを。学友諸君のうち
でも，多くの者は軍旗のもとへと急いでいます。われ
われの講堂のファウスタ・インフレクエンティア（fausta 
infrequentia［幸運な，少ない出席者］）が証明するように，
また，われわれが，多くの名前の誇り高き悲しみによ
り思い巡らせていたように。その名前は，この大理石
の銘板を先へと続けていくでしょう。
しかし，われわれの先頭には，帝国の首長として，
独立と文化，祖国の力と偉大さをかけた勇猛果敢な戦
いにのぞむ陸海軍の大元帥として，平服を着ていたと
しても祖国に義務として熱狂的に自己を犠牲に捧げる
国民のリーダー（Führer）として，皇帝陛下が立ってお
られます。そのたゆまぬ配慮と先見の明のおかげで，
われわれは，優位にある強大な敵にわれらの何百万も
の軍隊を対抗させられるのです。ドイツの世界政策と
いう課題を見据えた陛下の展望は，陸軍の他に，みず
からの主導で，力強い人格をかけて，われらの海軍を
創りました。それは強大な世界の海軍国に対し，われ
らの海岸を警備するでしょう。統治者の義務に無私に
没頭して，皇帝陛下は今日の誕生日に，帝国を守るため，
戸外で灰緑色のなかに灰緑色で立っておられます［灰
緑は旧ドイツ軍の軍服の色］。陛下そしてドイツ国民に，
この困難な戦いの終わりが勝利に満ち，外交と内務が
新しい幸福な道を授からんことを。親愛なるドイツ国
民のリーダーに，われらの軍勢の最高司令官に，われ
われは今，以前にもまして心から揺るぎない信頼と壊
れることのない忠誠を誓います。神のご加護のあらん
ことを。神よ，皇帝陛下を守りたまえ！　陛下とわれ
らに勝利を！　皇帝陛下ヴィルヘルム二世万歳！
（完）
（おがわ　ともゆき，学術資源研究公開センター助教，
附属図書館協力研究員）
